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553 高齢者に対する他動駆動式自転車エルゴメーターが身体運動機能に与える影響について
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【目的】自転車エルゴメーター駆動やトレッドミル歩行は全身
持久力の向上だけでなく、ADL諸動作に必要な身体運動機能
の改善にも影響を与えると考えられる。しかしこれらの運動は、
負荷に対する一定リズムでの随意運動の継続が必要であり、活
動性のあまり高くない者では速度やリズムを追随できないた
め利用困難なことが多い。最近では転倒防止用の牽引装置とト
レッドミルを用いた歩行練習も試みられているが、装置が大規
模であり、また下肢の振り出しがある程度可能な者に限定され
る。今回自動的にペダルが回転するエルゴメーターを用いて速
い回転数での下肢駆動練習を行ない、身体運動機能に与える影
響について検討した。
【対象および方法】対象は少なくとも屋内歩行が自立している
通所リハサービスの利用者29名で、男性8名、女性21名、平均
年齢は84.3±6.4歳であった。主な既往疾患は、脳血管障害5名、
骨関節疾患14名、神経疾患2名、心疾患3名、廃用症候群5名で
あった。なお検査や下肢駆動練習に支障となるような理解障害、
下肢運動機能に著明な左右差を有する者は対象から除外し、対
象者には同意を得て行なった。下肢駆動練習にはメディカ社製
セラバイタル IIを用い、毎分55回転の速さで自動的に駆動する
ように設定した。被験者の足部をペダルに固定し、できるだけ
装置の駆動に合わせるように下肢駆動を促した。駆動練習は10
分間、週2回、2ヶ月間行い、介入前、介入1ヶ月、2ヶ月およ
び介入終了後1ヶ月の4時点で評価を行った。評価項目は歩行
能力（10mの快適および最速歩行時間）、バランス能力（Timed 
up and go test：TUG、Functional balance scale：FBS）、下肢筋力

（膝伸展、股関節外転）とした。下肢筋力はアニマ社製筋力測定
器µTasF－1を用いて等尺性筋力を測定し、左右平均を測定値
とした。これらの評価項目の介入前後の違いについて、フリー
ドマン検定および多重比較を用いて比較検討した。また介入後
の持続効果を検討するため、介入2ヶ月後と介入終了後1ヶ月
の違いについてウィルコクソンの符号付順位和検定を用いて検
討した。また対象の歩行自立度の違いによる影響を考慮し、屋
外独歩群、屋外杖歩行群、屋内歩行群に分類し、全症例および
歩行自立度別に分析した。
【結果および考察】全症例での検討において介入前後に有意な
変化のみられた項目の中央値を介入前、介入後1ヶ月、2ヶ
月の順に示すと、FBSでは46、49、49、膝伸展筋力では34.5、
34.7、35.7と介入前に比べて介入後に有意に高かった。歩行自
立度別の検討では屋外独歩群のFBS、膝伸展筋力、股関節外転
筋力、屋内歩行群のFBSが介入後に有意に高かった。また介入
2ヶ月後と介入終了後1ヶ月の比較では、いずれの項目におい
ても有意な違いは見られなかった。以上の結果より、持続的に
自力駆動が困難な速さでの下肢駆動練習は、身体運動機能の改
善の方法として有用な治療手段の1つである可能性が示唆され
た。
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554 地域在住高齢者における直立時の足趾接地の実態
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【はじめに】筆者らは，足趾接地について独自の判定法を開発し，
それをもとに，地域在住の健常な青壮年者を対象に直立時の足
趾接地の実態等について本学会に報告してきた．今回，介護予
防の取り組みも視野に入れた現代の高齢者の直立時の接地足裏
に関する基礎的な資料を得ることを目的に，地域在住の高齢者
の足趾接地の実態を調査し若干の知見を得たので報告する．
【対象】埼玉県北部のK町と隣接する群馬県H市に在住する60
歳以上の直立能力に影響を及ぼす疾病等のない地域在住の高齢
者で，本研究の主旨を説明し測定に同意を得た男性19名（平均
年齢74.3±6.0歳），女性71名（平均年齢71.7±6.6歳）の計90
名180足．
【方法】ピドスコープ（スタビロスコープ：パテラ研究所製）上
に被験者を直立させ，(1)視点を注視した安楽な開眼閉足位（自
然閉足位）および，(2)モニター上に映し出される接地足裏画像
をみながら足趾が十分接地するよう努力した閉足位（努力閉足
位）にて，動揺が安定した時点の接地足裏画像を抽出した．抽
出した足裏画像について，足趾接地の判定は1趾につき，グレー
ドG：完全接地，グレード P：不完全接地，グレード F：無接
地＝浮き趾とし，個体における総合的判定として，タイプ1：両
足のすべての足趾がG，タイプ2：両足のいずれかの足趾にPあ
り，タイプ3：片足に単独もしくは複数の趾にFあり，タイプ4：
両足の小趾にのみFあり，タイプ5：両足に単独もしくは複数
の趾にFあり，タイプ6：他趾の状態にかかわらず，両足拇趾に
PないしFあり，の6つの足趾接地タイプ (筆者ら ,理学療法学
Vol.33,No.1,2006)に分類しその出現率を求めた．

【結果・考察】自然閉足位においては，女性では，タイプ1～ 6
までのすべてのタイプの出現をみたが，男性では，タイプ1～ 3
のみがみられ，タイプ2以上の足趾接地になんらかの問題を有
するものは男性では52.6％，女性では57.8％と，全体的には，高
齢者においても青壮年者同様（第39回大会にて報告），男性よ
り女性に足趾接地に問題がある傾向がみられた．また，努力閉
足位では，男性の94.7%，女性の80.3％がタイプ1の接地良好を
示したが，一方で，男性の5％強，女性の2割弱に，浮き趾など
がみられ，足趾接地の状態が不良であることが判明した．本デー
タと過去に筆者が報告した青壮年者（10代後半から40代）の実
態と比べると，高齢者においても，男性より女性に足趾接地に
問題がある傾向がみられるものの，高齢者では，青壮年者より
は，足趾の接地が良好であることがわかった．今後は，足趾の
接地のみならず，接地足裏の全体の問題や足趾接地に影響を与
える地域環境や生活習慣などの因子を検討するとともに，介護
予防の展開においては，これらの高齢者の足趾接地の実態を念
頭におく必要があることが示唆された．


